
 
 

競 技 の 条 件  

1.  ゴルフ規則  

日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技ローカル・ルールを適用する。 

2. 競技委員会の裁定 

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべて事柄についてこの委

員会の裁定は最終である。 

3.  競技終了時点  

本競技は競技委員の作成した順位表に競技委員長が署名した時点を持って終 

了とする。 

4.   使用グリーン            ：高麗グリーン  

使用 TEE   Ｇシニア        ： 白 

Ｓシニア・レディース  ： 黄 

Ｓレディース          ： 赤 
 

 

ローカル・ルール  
 

 

１．アウトオブバウンズの境界は白杭をもって表示する。 

２．修理地は、青杭または白線をもってその限界を表示する。 

３．排水溝、樹木の支柱・支線は動かせない障害物とする。 

４．人工の表面を持つ道路に接した排水溝は道路の一部とみなす。 

５．ペナルティーエリアは赤杭をもってその限界を表示する。 

６．目的外グリーンからのプレーは救済を受けなければならない。 

目的外グリーン上に球があったり、スタンスがかかる場合競技者は 

規則第 13.1(ｆ）を適用しなければならない。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

７．ジェネラルエリアで､自分のピッチマークに球がくい込んでいる時は,その 

球は罰なしに拾い上げて拭いたり、球の取替える(規則に基づいて、救済を受ける場合、

カート道路、修理地、水溜り、地面に食い込んだ場合)ことができる。パッティンググ

リーンに近づかず、しかも球の止まっていた箇所 

にできるだけ近い所にドロップ(膝の高さ)する事ができる。 

８．２番ホールと 11 番ホール間､10 番ホールと 18 番ホール間､11 番ホールと 

12 番ホール間、14 番ホールと 17 番ホール間において、相互に境界を越えた場合はアウ

トオブバウンズとする。 

９．11 番ホールにおいて、左側方の防球ネットの中や上に球があるか、または、接近してい

る為にプレーヤーのスタンスや意図するスイングの区域の妨げになる場合は、１１番ホ

ール側に救済のニアレストポイントを決定し、1 クラブレングス(一番長いクラブ)以内

で、救済のニアレストポイントよりホールに近づかず、障害を避けうる箇所にドロップ

しなければならない。 

注  意  事  項  

 

  ※乗用カートに備え付けのナビゲーションにスコア入力し、プリント

アウトしたスコアを競技委員に提出する事。 

１．ローカル・ルールに追加､変更のある時は､スタート前に表示して告示する。 

２．指定練習場は、パター練習場と打放し練習場とする。練習は一人 30 球を限度とする。 

３．スタート時刻５分前には、必ずスターティングホールに待機すること。 

４．プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。 

５. GPS や距離測定機の使用は距離測定に限定し使用を認める。 

 


